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羽化したはかりのギフチョウの雌成虫､どこからともなく現われ

たものでめったにこんな機会にB'うことはありません｡ (195tJ年

5月.･3日大町市黒沢高原に+.倉田撮すo )本文7両｢春の昆虫｣

大　　町　　山　　岳　　博　　物　　館
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針ノ木自然園の措想
羽　　　田
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計ノ木自然園の大系臨ま次のようである｡第1にその範

囲は針ノ木岳(2820m)を主峰とする南より蓮華､針ノ

木､スパリ､赤沢､鳴沢､制､塞沢､爺力唾までの-近

の高幡を連ねるいれゆる後下山連峰の南半部の尾根を最

頂点とし､これから流下して黒部川に､また鶴川となっ

て蒲柳性合流するまでの地域としたoただしどのよう

な縛類の資源開発であろうと奥地に開発が進むならはこ

れに伴って範軸を扱げて自然を守って行かねばならない

第2に計ノ木自然園は上述の範囲の中において特に雑

用受水区萌を施設甑苦としているが､その甜11は第1に

奥JT瀞,-の玄関口として翻酢その他を防圧･.する管理に適

当であること､また自然科学教室を実Il'diするに当l)､山

麓より高山帯まで､動植物の垂直分布の学習が辞めて容

易になされ､教航法富であると共に､針ノ木曾翻す近

にはスキー学投のためスキー場が諷設できることによる

第3に密猟その他の剛二のための管理所はこの地帯の

関門に当る大町トンネ,レの剛i回航する後述の集団施

設とダムサイト分館に併設する｡

第4にその施諏油然の破壊を少くするために必要と

する最小限塊ことどめることにするが次のようなものが

ある｡野外贈物飾鵬是としては必要な調所に観'奈,レート

観察′｣､区及び路傍展示所を設け､朗沢冊†いぼ野外教室

実樋のための甚姐に適当であるため集制服を､グムサ

イドにはダムサイド分銅を必薮とする｡

第5に集団鮎則こは覇沢分館､水掘出動物園､植酬詞

映陸離兼大講堂､小講堂及び宿舎をもたねばならない｡

第6に観察'レートは所々に案内板を訟ナるが山麓よlj

範III陣､に針ノ木崎までのルートを主潮とし･他に数本

健
ト蓮華岳で昆虫の生態調査

の小ルートを設置する｡

第7に観察′ト区は例えはサ

ル､カモシカなどの自然の生

活を容易に観察できる地点及

びヒキガェIレ､クロサンショ

ウウオの産卵地､植物の代表

的群落を観察できる地点など

とし､説明板を設け樹木には

ラベルをつける｡路傍展示館

はそれぞれの'レートことに適

当な箇所を選んで必要とする

資料を展示する｡

第8には水族館にはイワナ

及びハコネサンショウワオ､

クロサンショ　ウウオなどを､動物園にはネズミ類､ヤ

マネ､オコジョ､モモンガなど自然園に棲息しておりな

がら野外観寮が容易でないものを飼育する｡植物園には

この地帯の特産物や稀品を漂本として栽植するo

第9に柄舎は参加者を常時2000名収容できることを目

標とし､浴場､娯楽室､較のっとい場､各種のスポーツ

ができる運動場及び診嬢所を併設してもち､ゆっくりと

休餐できることを本旨とする〇

第10に扇沢分館には自然園内の自然科学的な資料を中

心､に収集展示して自然科学教室に役立て､映画館兼大講

堂は映画､スライドをまじえて自然園内の自然について

の予傭勺な指噂や整理にあてる｡ダムサイド分館には奥

黒部一指の自然は勿論のこと特に湖底に没する地帯友び

ダムや地下発語所に関する資料を収集展示する〇

第11に針ノ木雪渓スキー場は必要なカ所にリフトをつ

くり､冬季を中心とするスキー学校に利便を与える｡

上述のような施設を野外博物館としてもつ自然園は常

に一般の人々に開放してその利軸こゆだねるが､特に編

成した自然科学教室の運営は次のようである｡

この教室を発展させる上に最も必要なことは教えるこ

とは教わることであるの例えのように指導員の絶ゆまな

い学問的な向上が必要である｡したがって指導員は集団

施設を基地として山師こ関する研究を絶えず進めて指轡

に資さねばならない｡そして教室の合間にはこの方面の

研究者に対してくま鞠こ温かく之を迎えて利便をはかり･

相共に研究に精進し､更に自然に関する各種学会を集団

施設に迎えて山部こ関する学術の振興にも常時浅さねば

ならない｡
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この教室の参胴着は地元や県内に募集することは勿論

の事､各種の教育及び交通機関の協力によって日本全国

から1教室素描00名を限笈として募集し､主として夏休み

冬休みは遠隔の地より､その他の期間は地元及び県内を

対象とする｡宿舎は上述のように約2000名の収容龍力を

もつので常時7教室の揺動が可能である｡教室の期間は

行き待TDの日を含めて5日を原則とするがどのような喬

望にも沿うカリキュラムを編成しておく｡参加鮎lま僅か

の維持費を含めて他はすべて実費とし､単独の山行きの

場合の現地における民間の桐山料の2分の1以下の費用

としたい｡然し栄益や衛生には細しの注憲を払い､すべ

ての厚生施設の完備と相まって十分に満足してもらうこ

とができる｡指導に当るものは館の学芸員及び学芸委員

を母体とし､更に必要の場合は随時夫々の専門家を迎え

て之に当てる｡学芸委員は多数に上るので幾パーティを

編成しても夫々の措辞に高欠くことはない｡今試射こ真

珠みに菓京より参加した300名の､ぬるカリキュラムにも

とづく一教室の状況をみることにする｡

改行で早朝大町駅についたと仮定する参加者はその第
一日日は次のように行動する｡先ず山階の本館に到薗し

喧ちに10パーティに編政する｡各パーティは必要とする

各指導員を配属した後は期間を通じて指導員をリーダー

とする学習及び生活単位体になる｡ついで山岳に関する

一際の資料を参観する｡その後館匪にでて北アIレブスを

一望の下に眺めながら針ノ木自然園の位握について白馬

を始めとする各隆々と共に説明をうげろ｡

次いで針ノ木自然園の集団施設におもむき参加者は次

にパーティ毎に部屋を指定され湯を浴びて改行の汚れを

おとし直ちに休養する｡午後は白田に集団施設を利寵し

夕食後は大講堂において自然園一群の四季に亘る景観や

動植物の生態について､スライド､映画を活用しながら

の館員による指導をうげろ｡その後は天賦こ握すくプラ

ンに従った､爾後の三日間のスケジュールの説明をうけ

る｡

第二日目は附属水族館､動物園､植物園と共

に唐沢分館を参観し､園内の自然を十分理解し

た後､先ず木崎湖畔に到り水族館を含む分銅(

未設置)を中高こしてまず山勘酬;;や自然の湖

の学習をする｡次ぎに徒歩により所謂大町/レー

ト掃いの観察'レートに従って道々種々の数柄こ

よって自然を学びつつ成沢の集団施設に到る｡

途中白沢のサルの観察中区に立ちより､ニホン

再′レの自然社会を望遠鏡を通して観擦したりす

る｡午後は扇沢ルートを上ってカモシカの自然

観察をなし､夕食後は被のつどいの場に集りキ

ャンプファイヤーを囲みながら山の楽しさを十

分味わってもらう｡

第三日目は大町トンネルをへてダムサイドに到り､分

銅こてまず予備矧誠をえた後に行動に移り､地下発電所

やダムを見学し次いでダムによる人造湖を一周しなから

自然湖と人造湖の違いや奥黒部の自然を学びまたその景

観を楽しむ｡

籍四日目は早朝副,lIり登山を開始し大沢小屋をへて針

ノ木雪渓を楽しみながら針ノ木崎に到り､蓮華､針ノ木

岳に登頂し山頂から富士山､浅間山､八ヶ岳､槍､聴高

立山､白馬などを違盟しながら高山瀞こおける自然の学

習をする｡

第五日目は今迄学習した知織の整理に当て､本舗にて

反省会を合せたバーチlを解く会を終えた後に帰京する

カリキュラムはその全日程をすべて集団施設を侶泊地

イコール珪地として行われるのを原則としており､更に

すぼらしい道路を活梢しバスを適当に利硝して機動性を

発揮しつつ教室を進めることができるので悪天候の場合

でも､また年令の若い参加者だけの場合でも夫々のカリ

キュラムに応じて十分に目的を蓮することができるので

ある｡またこの教室の申しとなる登山については参加者

の謡三組こよって封ノ木自然園を培地にさえすれば北アル

プスのどの山(例えは自席)を霜望することもできる弾

力ある各種各様のカリキュラムを掃意している｡

冬季はスキー教室を中心としたカリキュラムに従って

冬の自然科学教室を開催する｡また春､秋にも芽吹き､

紅葉､野鳥の噛りなど各種各様のものを申L･とした姓期

間または帥詰りのカリキュラムも輯意されている｡

このように運営される教室は一際が自然観鞠こよって

行われ自然愛護の最終目標はすべてのカリキュラムの中

心命題とされている｡

〔ミ針ノ水晶ミ羽田娃三:自然園の構想より抜粋〕

(本館嘱託､信大教育学部講師)
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5月も中はとなり若葉のかけにカツコウが鳴くラ詳細こ

なると山菜の味がなつかしくなる｡

山にわけ入り､沢をたずね山菜を採ろう｡底知れない

自然の楽しみが3, I) ､いい知れない昧いがある｡

こごみ　春の山宿でよく食胸こ出される｡そのさっぱ

りした味は言値こも好まれる｡和名クサソテツと呼蘭し､

班-)諦こよっでまにわそてつ､がんそく､ここめなどとも

呼聞している｡薬の開かない若葉はくるくるとと巻かれ

f副旧して預をもたげて来る｡そんな愛らしい形態からこ

ごみという呼び名がつけられたものだろう｡わか薬をお

ひたしとして食用に供する｡自馬山範の村など大きな郡

渚があり､村人は幽品こして食べたり､またゆでで乾し

蹄蔵もしている｡

わらび　凸から郷土人に最

も親しまれて来た食用野卑で　　風味を呼

嵩書誌誓言:　山　菜
安il.鮒の一節にも歌あれてい

る｡や､開けた山麓の平などに普通見られる多年生半蘭
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植物であり､茎は地下を走り

ぶ　　　　　　　(根茎)､鉛筆種の太さであり

三　題　実業諾三･:諾こ
30cm内外の長い柄を持った薬

が調える｡未だ展開しない新薬を食用とするo日当りの
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釘ノ木崎に関する資料

高　橋　秀　男

㊧明治9年11別7日　橋本新聞第百し十一‡硝閥

是モマク雪ノ難儀ノ二雄目デスガ　安芸椰松川相ノー

柳春枝サン老母ガ僕ヲ連テ　客月下旬趨11回ノ温泉へ療

萎ノ為メ入浴十サント　此頃開ケシ深川路ヲ踏分入リン

英日ニハ天モ朗二信濃ノ国ノ山々ヲ醐二見ナガラ越中

ノ国ノ山ナル太良川下イフ難問ノ槌夫小屋主白シテ長キ

夜ヲ明シ　共謀朝ハ早ク起チ晴タ,レ嶺ノ気色ヲ詠メ　一

里半箱行シトキ敬二黒雲眼ヲ遮り　蝋卜轟テ来ル吹雪ノ

良い所に生えたわらびは俗に日向わらび

などと云い､柄が細く繊維蹄が多く食用

とLtはあまり良くない｡あらびほあく

が強いのでゆでて灰に入れ､あくを抜き

｣擁奴ほおひたし･煮物として食膳に供

する｡又､根茎を描畑､て澱粉を採るこ

とができる｡即ち版粉である｡

せんまい　山巴､水辺などに生ずる多

年生判絹物､粟は大形で斑状の根著か

ら,･rl生し葡さ60cm-1研こ及ふれか薬

は剤)に冊いて白綿毛をまとっている｡

これを採りゆでで乾しておき食梢とする

和名せんまいは銭巻の意味だろうといあ

れる｡

ト写真はわらびとせんまい
(　一　一､へ-一一へ-､一一ヽ-～-一一一-へ一一一　へ一一､---一一　一一一/一一一ノー′-/←/一一

烈シサ是ハト鱈キ弘へド　袖二積,レ雪儀ノ､忽チ仕レ伏シ

呼ド答へヌアリサマニ　老母〔此老母ノ健ナル思フ可シ

〕モ労レ居ル所へ越中ヨリ僕精〔里俗精ヲ負テ馬矩ヲ肋

ル者ヲ云フ〕ガ一日四人ニテ通り力､レパ老母ノ､天ノ助子

息ピ　コレ候補ドノ麓ノ小屋マデ連ヲレヨl･云二　皆々

涙ヲ流シ救タキノ＼山々ナレド　荷物ヲ背負フ我々モ互二

命ハ一身退り救ヒ合フ可キカナク　烈シキ吹雪ヲ相手二

取り打死ス'レカ麓マテ切抜行カンカ一生懸命　今見枠,レ

ハ情ナケレド　フモトノ小屋迄到リナレバ小屋ノ主二依

頼シテ我々身体ノ偶へヲナシ忽チ救ヒニ来ルベン　老母

何卒夫マテハタトへ雪二埋マ′レモ怠ヲ養ヒ居ラレヨ下

請,レモ苦シキ悌守ドモ　五十丁余ノ道ナルニ真日午後九
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黒　部　周　辺　に

危険c立入禁止区域

関西竃力による黒部川第四発電所建設工事も､本年は最盛期をむか

え､本格的な掘削､コンクリート打殺開始､発竃所機器の一部据付等

が行われるので､ダム地点､発竃所地点えの接近は一層危険の度を増

してきた｡そこで関西寵力では本年も引続き下記の通り｢危険区域｣

｢立入禁止区域｣を設定し､登山者の事故を未然に防止することにな

った｡いよいよ登山シーズンを迎え､スケジュールを立てられている

と思いますが､この方面-の登山､見学等には充分な注意と災割別二

えの協力が望まれている｡

記

1.仙人谷地点　窯部軌道･･-･乗車抑制､上部軌道･･-･便乗禁il二､立

入禁止区域(但し樫平一阿曽原間登山道路は通行可能)仙人谷地点

･･････市大禁i上区域､旧田植歩道･･････危険区域(改修工事実施のため

通行不可能､掲示板標示場所･･････宇奈月､樫平､美女平各駅､阿曽

原地付近山小屋

2･御前沢地点　御前沢地点･･････立入禁Iヒ区域､大町'レート･････危険

区域(但し大沢小屋一針ノ木小屋一平の小屋一五色小屋一一の越小

&' ＼ ノ �3��

L-I-.+ 一､一 (.*'' a-''.辛 _I l j 

･...1勝山 
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屋の登山コースは通行可能､掲示板標示場所-･･･大町市寄沢､大出､針ノ木小屋､五色小屋､付近各山小屋

3.実施期間　昭和36年11月末まで

キ　　ビ　　タ　　キ

長　沢　修　介

5月という月は野も山も新緑でいずこに行っても小

I.霜==懸 唏���ﾒﾒﾘ��� � 
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時ノ頃何レモ身体労レ果這廻ル有様ニテ大良川ノ小屋マ

デ到り　斯クト語レパ主ジモ英二袖稲シテ救フへキ手術

ノ無キヲ歎クノミ　其翌此薯ノー柳春枝ノ許二知レケル

故　雪二馴レク'レ止[気ノ樵夫ヲ四五人種ヒケレパ　各々

樵夫ハ皮ヲ以テ而ヲ覆ヒ象鼻テ波ヲ切ル如ク　数尺積リ

ン雪道ヲ押分入リテ老母下僕ノ死骸ヲ漸ク見屈ケテ帰ル

コトノ＼雪消ユ'レマデ　人間ワザデハ出来ナイヨシ　ー柳

氏ノ庸二於ル如何ゾヤ　コレヲ詩人弔スヘク叉信山ノ雪

ノ話シハマヤシキホドニ都晴人ハ思ハンモノ鄭

烏の美しい鳴声の聞かれる月でぬる｡夏鳥であるこの

烏も4月下旬から五月上旬に渡薬して低山帯から1700

同一1約0m位迄に棲息している｡

雌はオリーブ色の地味な体色であるのに反して､雄

はあざやかな黄色と黒色の美しい馬である｡特に胸､

腰､眉斑の鮮黄色が良く目立切島声もポーピーピピロ､

ポーピーピピロ､またはオーシーピタピタ､オーシー

ピタピタなど複雑でなかなか美声で猛る｡

潤葉蘭株､針葉樹株いずれの森林でも美声が聞かれ

るが､木のよく繁った所に多いようだ｡白馬岳の猿倉

小屋附通のブナ株にも割合多く､この写真は5月初旬

に稜角小屋で写したものである｡銭倉小屋附近はまだ

残雪があり木々の芽吹き時なので､渡来したばかりの

この馬は地上に下りて昨年の革の実の残りや出たばか

りの小昆虫を疎んでいた｡　(写真はキピ女キの雄)

日本アルプス山岳展に資料出品
郷土の観光を実物や模型で展覧する｢日本アルプス山岳

展｣は読売新聞社主催により6月9日-44日まで日本橋

三越(7階)で行あれる｡展示内容は日本アルプス各地

の山小屋､地形模型､山岳写真に本館より高山動物､種

物標本､小株喜作､上条霜門次遊品､岩場技術の図枝な

ど50点が出品される｡同時に屋上には穂高神社の穂高人

形大館物｢ウェストンと上条諾門次､川中島合戦之図｣

が出品される｡
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農を　氷雪植物について　3

彩　る　　　　　　　　　長野県白馬高等学校教諭　小　野　貞　雄
L､,｡.観,一ン1-.へ=d注.α CO丈ふ〇一〇的　　一　Tdi　激地･禽t; /測鴫謎蔵i撫′ m　　　　(

G.黄色一黄緑色･.この黄色系の諸色雪は､耕地以外の屋

根や谷間の雪渓に見られ､赤雪の消失した後に見られま

す｡従って他の着色雪より発生時期が遅く､濃霧に覆わ

れ且つ､土砂で汚れた雪緻こよく見られます(詳細ま光

と氷雪植物の項を参照) ｡赤雪と同様Chiamydomonas

nivalisが主

体で､春雪に

比べて本種の

量は少なく､

多量の鉱物質

を含んでいま

す｡そして写

真9の如く､

細胞内に含ま

第14図黄緑重の構成物　円形Chlam･れていたへマ

ydomonas nivalis細胞内iこは-マクトクロームも

トローム色素のほかに葉緑体が現われ　欠き･少量の

ている｡ (白馬大電渓)　　　　　　　葉緑体を有す

るもの(黄緑雪)や､黄雪(赤味を構ひた)に見られるよ

うに､葉緑体の代りに黄赤色の棚旨を含んでおりますo

この外にツガ､及びハイマツの花粉や毛茸も多く含まれ

駈蛙のSelenotiella nivalisや､ Chionaster nivalis､

琵藻の死殻も見出されます｡又､麿横面で発見しました

黄雪の如く､ハイマ､ノや､ツガ等の花柳こよる場合も迫

ります｡

黄雪や黄緑雪は雪上に現われているものもありますが､

多くは土砂雪の下に発生しており､その上､色も薄いの

で注意深く観察しないと発見しかたいものです｡

(B)光　と　氷　雪　植　物

着色雪の色は光線の強さにより異なります｡即ち､軽い

光線の下では赤雪が､やゝ弱い光線の下では黄色～黄緑

色雪が､又極駒こ光線の弱い株地内や､暗い谷間に於い

ては緑色～暗緑色雪が見られます｡

この原因について考察して見ますと､丁陵初夏

の頃高山-登ると雪の消えた後に､穿生たはか

りの可愛い植物が柔い茎葉を強烈な太陽光線に

晒されています｡この茎葉をよく観′祭致します

と､柔毛に被われていたり､又赤褐色を結びて

おります｡これは強い光線(特に紫外線)が植

物潤色に与える有害作用を防ぐためですo然る

に山地や高山に生えています植物lま､紫外線か

第15図　7ラ

ボシ系色素を

含有し赤褐色

を呈している

Chlamydom一

〇nas nivalis

(円形)とSco-

tiella nivals

ブラボンや､ブラボン誘導体の色素を含有していますo

これと同じように諸色雪を構政しています氷雪緯物にも

この事が云えるのではないかと思います｡第15図は強い

太陽光線の下に発生します､ピンク～赤褐色系の赤雪を

構故していますChlamydomonas nivalisと､ Scotiella

nivalisで､強烈な紫外線から細胞の機能を守るために､

前著ではmTrJ納にへマトクロームの色素を蓄積して赤褐

牡を呈し､又後者は綱包囲､特に潮旨にヘマトクローム

か域は､アントチアン族による赤褐色の色素を蓄積して

おります｡

このへでトクロームの如きカロチン族や､アントチアン

(佗青秦)､キサントフィルー〔佗質素)の色素は･フラ

ボンを母体としたフラボン誘導体の一種であって､過藍

の日射を調和して紫外線の影響を受け易い葉緑体や､酵

素を保護して生理作用を促進させます｡そのために強い

光の当る雪渓に好んで生育し､細包内には赤褐色の樹､

色素で溝されています｡その女対に霧や土砂の輝われる

所や､林内の日陰など光線の弱い雪擬に発生したものは

細卸勺の赤褐色の色素は縛いか､全く欠いております(

第11図) ｡この場や､土砂､森林､有機物は先に記した

高等腫物の毛葺癌日当する紫外線防止のコートと云える

わけです｡ (続く)

第16図(左) Oocystis lacustris f･ nivalisと第17図(右)

ら綱包を守るために･毛茸や紫外線を吸収する　託.re品tiFe'vi-S註:

Cho-
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写重電　で　み　る

春　の　昆　虫

倉

1.春の踊り子｢モンシロチョウ｣

春は菜の花とモンシロチョウの季節です｡まだ北アル

プスに吹雪の続いている頃､そっとしのびよる春をだれ

よりも早く知らせてくれるのは､菜の花と真白い衣に身

をつつんだ踊り子｢モンシロチョウ｣です｡

モンシロチョウは春の踊り子です｡四季を通じて､ど

こででも見られるチョウでありながら､この蕃ばかりは

別のチョウのように美しく､清楚でさえ3,)ります｡雪と

げの水がしたゝる黒土の上を横切り､黄色にふくらみか

けた菜の花にたわむれているモンシロチョウを見かける

と､私たちの心は春の喜びで一つはいになります｡

モンシロチョウは婦で冬を越します｡春になれはどの

蝶よりも先に成虫となって飛び出し､花から花へと飛び

かようのです｡そして大根やキャベツなどのアブラナ科

∴∴ ��

* ����

一一一蕊'IIL簸-cb_ 

羽化して草むらよりはい出したば

かりのキアゲハの雌成虫

植物の葉うらに2m位のとっくり

型の卵を一つずつ産みつけます｡

モンシロチョウの飛び立ったあと

には乳白色の卵が一つずつ残され

ています｡

卵は一週間位で幼虫になり､ 20

日位で輔から成虫となって再び飛

びたちます｡こんな掌を1年に4

-5回くり返します｡そして秋､

まありの山々が紅葉する頃には蠣

となって来年の春をまちわびるわ

けです｡

2.春の女神は､ヒメギフチョウ

です

春も深まりソメイコシノ桜が満

開となり､人々がお花見と言って

さわいでいる頃､長い冬のねむり

田　　　　　稔　　から覚めたアルプス山麓や低山帯

のうず暗いスギ株の中では､春の女神と例えられる､題

に琵色と黒のダンダラ模様のおるヒメギフチョウが静か

に誕生します｡うず暗いやぶの下で昨年の夏から秋､冬

と､まる10カ月も蛸のまゝで春のくるのを待っていたの

です｡春はヒメギフチョウのためにくるのかも知れませ

ん｡

成虫は年1回､春先のほんの短い期間現われるだけで

す｡それでありながらある地方では天然記念物になって

います｡まさに番の女神そのものです｡

ヒメギフチョウはウスパサインンというさつまいもの

葉を茎こと5-6枚かためてさしたような植物の薬うら

に真珠色に輝く卵を10-20コをかためて産みつけます｡

一週間もすればこの真珠からは､親とは似ても似つかぬ

全身まっ黒い幼虫が生まれます｡
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羽化直後のクロアゲハの雌成虫(左)と湿地よりはい出したばかりのヨツ乗シトンボ､麹は白く弱々しい(右)
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幼虫は大きくなるにつれ取らはって行き･蝿に

なる時には落葉の下などへもぐると言われていま

す｡それは6月初め頃です｡味軸こなったヒメギフ

チョウは､そのまゝ翌年の春を想いながら一人騎

かに眠り続けるのです｡仲間の昆山たちはこれか

ら活動するというのに｡

雷はまた嬬化(卵からかえること)と羽化(成

虫になること)の季節でもあります｡昆虫の中に

は冬を卵で越すものが多く､これらは春になると

-勢に馴tiLます｡クリの木にたかるクスサン(

幼虫はシラガタロウと呼ばれる)やカマキリは次

々と卵からかえります｡

また池や水田では朝早くからシオカラトンボやシオヤ

トンボが羽化しています｡畑で冬を越したキアゲハやカ

ラスアゲハもカラグチの枝で羽化しています｡

寵類　の　見　分　け
学芸員　牢林昭一郎

(5)ヒカリゴケ科の琵類
一般には光るコケとしてしられているが生育場所が限

られており観察が困難である.世界に1科1属1種を産

し､変種､近似種がなくこれ以上進化しないと云われて

いる｡ 〔形態〕極めて小さく体商8m葉は左右2列につき

卵状披針形長さ1 m巾0･45m碓離異株預柄は繊細長さ約

6,nm｡ 〔分布･生態〕 18世紀の宋イギリス･ドイツで初

めて発見されて以来北半城の北部に広く分布している｡

日本では1910年本県岩村田の洞穴で発見され同県の大鵬

村を最南限とし北は北海道までの針葉樹林精に分布して

いる｡日光雨風が宙接当らない洞穴･樹根大内などに生

育し､光強撲一朗掴光の1′･′50- 1 I･l`200( 1 'l000にも耐

ぇる)湿匪-約-100%温授-16-25°C (高温には請い

が低温には相当強い)が最適とされている｡ 〔原糸体〕

胞子は熟して地上に落ち芽を出し原糸体になる｡これを

検鏡すると球形の細胞が珠数状に並び上面はレンガこな

っており､外光が底の葉緑体に光を注ぎ細胞内を反射し

てまわりまたもときだ万へでていく｡このでて来た光を

｢山と博物舘｣発行日変わる

市役所広報係､公民館･博物館･有線放送など大町市

広報担当者によって組織されている大町市広報連絡協議

会は去る5月9日公民館において開催され､各砿報紙の

ぉ細い　本紙の購読と希望の方は1カ年購読暮れ7

0円(郵送料とも)を現金書留または郵便奮為･

郵便切手で長島巣大同市.大町山岳博物館あてと

送金下さい｡　　　　　大町山岳博物館
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カヤの茎上で交尾中のキバネノツノトンボ･ 6日
上旬､居谷呈湿原で

春はこれらを観察する最もよい季錐です｡

(大町山岳博物館学芸賞補　大町市立第一中学校教諭)

ヒカリゴケの部分拡大図(堀川氏原図)
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私たちはとカリゴケが自分でたした光のように感じるo

(引田図書｢日本隠花植物図鑑｣ ｢生物学大系3｣ ｢植

物のふしぎ｣ ｢御獄研究｣)

発行日の調整と記事の交流についての話合いが行なあれ

た｡席上､山岳博物館の｢山と博物館｣は来月より毎月

25日発行と決まったo

山と調物館　第4巻第5号1959年5月20自発再
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